
「
日
本
一
、
世
界
一
を
め
ざ
し
て
」

最
近
、
「
ス
ー
パ
ー
パ
テ
ィ
シ
エ
物
語
」
（
岩
崎
書
店
）
と
「
加
賀
屋
の
流
儀
」

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

１
冊
は
、
七
尾
出
身
の
ケ
ー
キ
職
人
辻
口
博
啓
氏
が
世
界
一
の
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な

る
夢
を
胸
に
七
尾
を
旅
立
ち
、
そ
の
夢
を
か
な
え
、
さ
ら
に
大
き
な
夢
を
描
き
つ
づ

け
る
青
年
の
生
き
方
を
著
し
た
も
の
。（
世
界
一
に
な
り
た
い
人
の
読
む
本
）

も
う
一
冊
は
、
創
業
１
０
０
年
を
迎
え
た
加
賀
屋
が
、「
プ
ロ
が
選
ぶ
日
本
の
ホ

テ
ル
旅
館
１
０
０
選
」
で
26
年
続
け
て
日
本
一
の
座
を
維
持
し
続
け
て
き
た
も
の
は

何
な
の
か
、
極
上
の
も
て
な
し
と
は
何
な
の
か
、
に
迫
っ
た
人
間
物
語
で
す
。

七
尾
が
生
ん
だ
世
界
一
と
日
本
一
の
物
語

を
読
み
な
が
ら
、
辻
口
博
啓
氏
と
小
田
　
彦

氏
（
加
賀
屋
の
人
た
ち
）
の
並
外
れ
た
「
志

の
高
さ
」
と
先
見
性
、
人
に
感
動
を
与
え
る

行
動
力
に
敬
服
し
ま
す
。

と
か
く
、
能
登
の
人
間
は
、
進
取
の
気
性

に
乏
し
く
保
守
的
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
自
分

が
動
か
な
い
で
愚
痴
だ
け
は
一
人
前
等
と
あ

ま
り
評
価
さ
れ
な
い
面
が
多
い
。
し
か
し
、

こ
の
二
人
は
正
反
対
の
人
で
す
。
夢
に
向
か

っ
て
、
最
高
・
最
先
端
を
目
指
し
て
実
直
に
邁
進

ま
い
し
ん

す
る
。
そ
の
実
直
さ
と
い
う
か
、

手
抜
き
を
し
な
い
愚
直
さ
に
よ
っ
て
世
界
一
や
日
本
一
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

能
登
の
人
間
の
す
ば
ら
し
さ
を
示
し
て
く
れ
た
こ
の
２
冊
の
本
は
、
能
登
の
人
間

に
大
き
な
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

本
物
は
必
ず
評
価
さ
れ
、
最
後
ま
で
残
る
。
天
才
は
美
し
い
自
然
や
景
観
の
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
七
尾
か
ら
長
谷
川
等
伯
が
生

ま
れ
た
こ
と
を
想
う
と
、
七
尾
は
そ
ん
な
人
材
が
育
つ
所
の
よ
う
で
す
。

「
夢
を
育
み
」「
高
い
志
を
支
え
る
」
能
登
の
風
土
が
つ
く
ら
れ
、
能
登
か
ら
日

本
、
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市長へのメール「前略市長さん」（http://www.city.nanao.lg.jp/shicho/index.html）では、市民のみなさんからのご提言、ご質問などをお待ちしています。
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七尾市長　
武元文平

開
催
日
程

11
月
28
日(

火)

15：

00
〜
17：

00

会
場：

田
鶴
浜
支
所

２
階

第
１
会
議
室

※
公
務
に
よ
り
、
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど
な
た

で
も
談
話
で
き
ま
す
。
気
軽
に
、
市
政
に

対
す
る
提
言
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
　

53
―
１
１
１
２

※
お
申
し
込
み
は
１
週
間
前
ま
で
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

中
国
伝
統
の
結
芸
「
中
国
結
」
は
、

十
数
年
ま
え
か
ら
日
本
、
韓
国
、
東
南

ア
ジ
ア
の
人
々
に
も
愛
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
総
合
し
て
「
ア
ジ
ア
ン
・
ネ

（
ノ
）
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

中
国
結
び
の
歴
史
は
、
遠
く
「
漢
」

の
時
代
（
約
二
千
年
前
）
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
近
年
発
掘
さ
れ
た
漢
代
の

壁
画
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た「
双
銭
結
」

（
あ
わ
じ
結
び
）
と
そ
れ
に
類
似
す
る

「
ボ
タ
ン
結
び
」
が
、
現
在
の
い
わ
ゆ

る
中
国
結
び
の
源
流
と
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

中
国
語
の
「
結
び
」
と
い
う
言
葉
に

は
、
力
、
調
和
な
ど
情
感
に
あ
ふ
れ
る

意
味
合
い
が
あ
り
、「
団
結
」「
夫
婦
の

契
り
を
結
ぶ
」
な
ど
、
団
ら
ん
・
親

密
・
暖
か
い
人
間
関
係
な
ど
を
表
す
と

き
に
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
国
結
び
は
今
、
中
国
文
化
の
か
け

が
え
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
国
で
は
、
正
月
、
春
節
が
近
づ
く
と
、

部
屋
の
飾
り
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
が
大

人
気
で
す
。
12
月
1
日
に
は
中
国
結
び

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
、
み
な
さ
ん
も

一
緒
に
作
っ
て

見
ま
せ
ん
か
？

国際交流

コラム

「
中
国
結む

す
び

」
に
つ
い
て

七
尾
市
国
際
交
流
員
（
中
国
）韓

　
松
花

ハ
ン
　
ソ
ン
フ
ァ




